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静岡縣岳南地域工業用一水源地域調査報告
　　　　東海地域調査　第8報

藏田延男＊森和雄＊尾崎次男＊＊

Areal　In鵬stigation　for恥bri¢hdustrial　Water　Supply

　　in　Gakunan　Distriet，Shizuok包Prefeeture

By

Nobuo　Kurata，Kazuo　Mori＆Tsugio　Ozaki

Abstract

　　In　this　district，』the　reservoir　of　ground－wateτgushing　out120×194m3per　day，is

found　in　the　basal　lava　flow　of　Mt．Fuji，The　great　part　of　this　water　is　pumping　qut　by

thewellsfo「thefab「icindust「ialwate「supPly・Th“quantityofpumpedwate胆mounts，

to70×104m3per　day．
　　But，the　consumption　of　water　for　manufacture　o季the　pulps－a耳d　papers　is　now

rapidly　increased，so　that　the　water　in　these　aquifers　is　being　gradually　exhausted．　The

fundamenta1至acts　for　conser▽ation　of　groun（1－water　resour6es　were　suggested　by　the

hydrogeological　investigation　of　this　time，

　　　　　　　要　 約
　1）．この報告は岳南地域を中心として駿河湾北岸平野』

一円にわたる工業用水源水地域調査を行つた結果を記載

している。当所経常費による調査ゐほかに静岡県の申請

に基づく受託調査の分を含んでいる。

　2〉地域全体として富士山体から供給される豊富な地

、下水が，パルプ，製紙関係の工業用に大量に利用されて

おり，その総量は工業用水取得量の80％、約800，000／

m3ノ日に達する。

　3）岳南地域の地下水はおもに富士山の基底熔岩流を

中むとして1その上下に重なる砂礫質の堆積層中に分布

Lている。熔岩流は吉原市方面に厚く，これから南西

方，富士市方面へ向かつて傾いており，地下水もまたそ

の方向岱流動している。一般に井戸手本当りの揚水規模

が大ぎく，7，000～8，000m3ノ日以上の揚水量を示す井戸

が少なくない。

　4）岳南地域では富士川および潤井川による供給量

400，000m3／日と富士山体からの供給量，－600，000～

700，000m3ノ日とによつて地下水が酒養されているが，

現在利用量はほ§その利用可能限界に達しているように

考えられる。

　5）’今後湧泉湧出量1，170，000m3ノ日に食い込むこと

水地質部

淋技術部

によつて地下水利用はなお可能である。また渦巻ポンプ

をボァホールポンプに切り替えることによつて揚水量の

維持が可能である。

6）他地域に例の少ない高い圧力面を少しでも永く維

持するため，集団揚水および大量揚水をできるだけ避け

なければならない・このため適当な水保余処置を講ずる

ことが必要である。

7）沼津・三島両市一円には，三島熔岩流中の地下水

によつて供給される1，800，000m3但の湧出量を示す湧

泉のほかに，豊富な地下水が高い圧力面をもつて分布し

ているQ

8）全体の水温・水質については別報に報告する予定

である。

1．緒　言
静岡県下富士山麓に位置する吉原・富士・富士宮3

市および鷹岡・富士川両町を含む一帯は，パルプおよび

製紙関係の工場が密集している点で，わが国に他に比類

のない地域であるが，同時にこ玉はまた湧出量の大きな

湧泉群や豊富な地下水が分布Lているという点でも全国F

に冠たる地域となつているQ

　こXは明治20年，現在の本州製紙株式会社の前身，

富士製紙合板が創業レ，それ以来パルプおよび製紙関係

の工場が漸次集団をなして操業を始めるに至つたのであ

　　　　　　　　　　　　　亨
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るがジすで単数年来パルプリ増産に伴なう工場の拡張・

新設，高級紙の増産，特に一般に紙質向上のために抄紙

洗藤図数の増加したことが，密集した工場周辺に集団揚

水の影響を及ぼし，井戸相互の干渉・水位の低下・揚水

量の減少を起し始めている6近い将来にはこれら工業用・

水保全のわめ，適当な用水管理あるいは用水規制を行う

ととが必要とろられ．る関係上，昭和30年度に，静岡県’

の富士・白根綜合開発計画の謂査と提携して・本所事業

である東海地域調査の一環としての水地域調査を行い，

この地域全体にわたる地下水理と工業用水源としての問

題点とについて，理解を深めることに努めたのである。

　この報告は調査結果のうち水質の関連部門を除いて，

その概要を記載したものである。この調査は当所の経常

事業費によつたが，一部分は静岡県の申請に基づく受託

『調査費にもよつている。水質の関連部門をも含めて調査

関係者およびそれぞれの担当作業部門を示すと下記の通

，りである。なお各班の反覆，数次にわたる調査に際し，

静岡県知事公室綜合開発課および地元市町村当局関係各

位が積極的な関心を示し，きわめで大きな協力を与えて

下さった。調査成果が予想以上に挙つたのはこれらの方

々のお蔭であつて，こ」に厚く御礼を申し述べる。

　調査の担当’1

　地質部　　蔵田　延男　　綜合指導・全体解析および

　　　　　　　　　　工場巡検
　同・　　　村田　敏夫　　井戸揚水能力の調査

同　　　森　和雄

　　　　比留川貴
技術部　　後藤　隼次
　　　　池田喜代治

　　　　尾崎次男
　　　　大竹重吉
同　　　　小谷野長平

　　　　桑形久夫
　　　　桂島　茂

難井記録の蒐集・電気探査

水試料の採取，現場および
室内化学分析

河川流量測定および井戸水＼
位測量

　　　　　　2．調査規模註1灘2）

　この調査は昭和30年度に蒲手し，同年度中に一応終

、了した。

　，調査地域は静岡県駿河湾北岸平野，通称“岳南，，と呼

　ばれている地域を含む一帯で，第2図に示した範囲であ

　る。このうち工業用水どして特に地下水利用度の高い富

　士・吉原両市に調査の重点をおいたが，富士川町，富士

　宮市あるいは沼津市なども既存の調査文献との関連を考

　慮しながら，水理地質的の問題点について調査を行つて

註1）水試料の化学分析結果につVくては，特に別篇を

　もつて報告ずる予定であるので，本篇では簡単に

　触れるだけに留めた。

註2）調査範囲につv・ては，5万分の1地形図富士宮・

　吉原・沼津および御殿揚参照。

　ヨ　　ヤ　　　　　ノヤ　　　　　ノの　

♪’l　　l～蛋薗　、

沼い」銑／
　　静
静岡◎
岡市
県一　駿
　　　　河

　　　　湾

調査範囲

第1図位置図

いる。　　　　　　／

　各専門別調査班は次のように行動し，作業を行った。

　第1次：昭和30年7月，富士・吉原市・および富士川

町工場巡検，そのほか井戸調査・化学分析・調査票・難

井柱状地質図などの蒐集

第2次：同年8月，『夏季渇水期流量測定

第3次：昭和31年1～2月，冬季渇水期流量測定

第4次；同年2且吉原市東部および富士宮市工場巡

検・井戸調査・化学分析・沼津市調査

第5次二同年3月吉原市所在工場用井戸精査・電気探

査・化学分析

以上りう・ち第3次および第4次の調査は受託調査とし　　、，

て行つたもので，調査結果として不群不離の関係にある

ので，こ玉に併せて報告する。

　なおこれらの調査作業によつて得られた調査実績は次

の通りである。

工場巡検（工場用水源調査）　　　　　・79工場

水露頭（深井戸300を含む〉における水温・

　　　水購抗の測定　　，．330ヵ所
流量測定　　　　　一　　　　　　　　67断面

井戸水位水準測量　　　　　　　　　・20カ所

電気探査、　　・　　　　』　　　　46測卓

水試料の化学分析　　　　　　　　　　　128ヵ所

工場用水調査票蒐集　　．　　　　　　90カ所

難井柱状地質断面図蒐集　　　　　一r　、　46

3．岳南地域と駿河轡北岸平野全体との関連

3．1　駿河轡北岸平野全体の地形的還境

駿河湾の北岸は緩やかな弧状を描く海岸線をなしてい

るが，ほとんど礫浜からでぎており，その前面海底ほ1／4

～1／8程度の勾配で急激に深くなつている。吹上浜・田子

の浦ρ千本松原などの海浜背面には砂丘が連なり，この

内陸側に東西30kmに及ぶ駿河湾北岸平野がある。こ

の平野は東西の方向には長いが，南北の方向には最小2
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第2図　調査地域およびその環境総覧図（75，000分の1地質図力’ら引用）P

lkm，最大5kmを示すにすぎず，その北背面には直ち

に愛鷹・富士の両山体が明瞭な山麓線を劃して迫つてい

る。また東には箱根山および第三紀安山岩類からなる香

貫山などを擁Ll西には金丸山・雨乞山などの第三紀岩

淵安山岩からなる山塊があり，新旧の火山によ？て完全

に取り囲まれた平野であり，水理地質的にも特徴のある

、地域であるQ

　平野部のうち西部の約2ノ・程度の範囲は，富士川がも

・たらLたと推定される厚い堆積層が分布しており，これ

に富士山麓の湧泉を永源とする潤井川の堆積物が加わつ

て，全体として地表面は北西から南東へ11鵬程度の勾

配をもつて緩《傾いている。しかし潤井川水系に属する』

滝川以東に至ると著しく平坦となり，．東へ行くに伴なつ

七低湿の状態を呈し，須津沼・浮島ケ原などのように，

多少の降雨にも冠水するような排水不良地帯となつてい

る。古来出水で知られ，一夜のうちに水田が流れ去つた

とい、う浮島ケ原は，その南側海岸側の砂丘砂層のため，

地表，地下ともに大幅に排水の道が杜絶えており，僅か・

に排水機能を有する沼川および昭和放水路だけでは到底

急速な排水を行♪ことができず，現在なおその名に背か

ない景観を呈することがしばしばある。

　Lかし浮島ケ原も原町（駿東郡）東部に至れば地盤が高

くなり，沼津市にはいり狩野川の支流黄瀬川筋へ向かつ

てはV、5。程度の上り勾配となり，三島熔岩流の露出地

帯に連なつている。

　3・2　既往にみけう地下水あるいは水理地質調査結果

　昭和22年以降農林省によつて富士綜合開発計画樹立

のための各種の調査が行われ，その一環として山麓各地

の地下水調査（主として探査）が行われた。昭和22・》33

年富士山の南および西斜面一帯の地下水調査，同24～r

25年三島熔岩流中の地下川の探査，続いて富士宮市街

地背面の熔岩流中の地下水探査，同27年吉原市背面，

同年三島市外泉川湧泉群の水理地質調査，同28年沼津

市附近の平野一円の地下水調査などが行われ，平野周辺

部についてはかなり詳Lくその地下水理が理解されてい

るo
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すなわちこれらを綜合すると，富士宮・吉原および三

島各市にあつては，富士山の基底熔岩流中の地下水が地

下川をなして流れており，その大半は山麓線に沿つて各

所に湧泉となり地表に湧出している。そしてその湧出量

は富士宮市一円の湧泉群（富士宮湧泉群）が，850，000m3／

日，吉原市一円の湧泉群（吉原湧泉群）が320，000m3ノ日，

三島市内外の湧泉群（三島湧泉群）が1，800，000m3ノ日に

達しており，大部分その湧出地点の背面に不透水盤の窪

みが昂つて，そこに一度プールされた地下水が熔岩の割

れ月あるいは流理面の間隙から逆ヴ出ている。湧出量に

ついてはいずれもわが国では大きな湧泉群であるが，特

に三島湧泉群のうち最南に位置し，かつ湧出高度の最も

低い泉川湧泉群はわが国最大の湧出量を有している。．．

　なおこのほか愛鷹山麓沿いにも若干の小湧泉があり，、

駿河湾北岸平野全体ではこれら湧泉の水が多量に利用で

ぎるほか，地下堆積物中に滲透流入している多量の地下

水があるいば自噴し，あるいは著しく湧出能力の大きな

帯水層を構成しており，地下水量の点でもわが国で最も

豊富な地域としうことがでぎる・特にその有力な賦存地

帯は吉原市内の平野部と三島熔岩流の分布地帯とである

が，このほかの地帯でも，被圧面地下水としての湧出能

力は他の地域に比較Lてなお一段と大きい。

　た黛やN特異な地帯として挙げられるのは千本松原か1

ら原町・吉原市鈴川にかけての砂丘地帯であり，砂層中『

の自由面地下水が古くから疏菜灌1既に用いられており，

多数の手汲みポンプ井あるいは動力揚水井によつて利用

されている。

　3．3岳南地域の特徴

　こyで岳南地域とは駿河湾北岸平野めうちその酉部

主として富士山麓斜面の南側前面にあたる部分（吉原市・

富士市および富士川町）と潤井川沿いり鷹岡町（富士郡1

および富士宮市とを含む一帯を指している。この地域に

は以前からパルプおよび製紙関係り工場が集団的に操業

L七おり，パルプ・製紙関係だけでも従業員30名以上

の工場150を算している。このような同じ業種の工場が

集団している原因はもちろん種々あるが．少なくともこ

の種の工業が生命とする良質多量の水が容易に得られた

ということが最大の原因であり，三島市附近に比較して

井戸掘墜が容易であり，深井戸の利用もまた著しく盛ん

で，井戸1太当りの揚水規模，単位面積当りの揚水量は

いずれもわが国第1位の記録的数値を示している。．

　岳南地域のこのような特徴に対して沼津・三島両市の、

一円で，真に地下水利用の有利な地帯は三島熔岩流の分

布地帯とその前面の一部に限られており，士業用水の利

用量もまだ大きな数値ン4は至つていないし，紙・パルプ

関係としては現在のところ工・2の工場を数える程度で

〆

あるQ
以上のよ．うな関係から駿河湾北岸平野における工業雁

水源の問題を岳南地域にしぼり，これを主対象として調二

査し，資料蒐集などの便宜上，愛鷹山麓沿い，原町一帯．　，

の砂丘地の地下水および沼津・三島両市ズ円の湧泉・地，

下水などについても若干の調査を行い，特に工業用水源二

についての調査結果は駿河湾北岸平野全体として記載す

ることとしたo

4．水利用の現況

4．1地表水の利用

富士川の表流は山梨県内において・40m31秒の取水が

日本軽金属株式会社蒲原工場の発電用水のために行われ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
ており1途中その一部の還元・放流をみるが，全体とし

て芝川その他の支流によつて補給された表流が富士市に

はいり，四ケ那用水および富士川町め取入水路によつて

灌瀧用水として用いられている。四ケ郷用水の常時取入

水量は，3．33m31秒となつているが，富士市側にはこの

ほか，潤井川の表流を滝戸橋下流で取水し，上堀．・中堀、

：および下堀の3用水に分水し，それぞれ2．15，3．92，

2・20m3ノ秒の灌慨用水を得ている。潤井川下流にもはなお

2，3の小用水取入口があワ，’これらをすべて合せるとこ．

の地域の灌洩用表流取入水量は約11m3／秒となる。しか

しこの5ち1．4m3／秒は本州製紙・大昭和製紙両富士工

場め工業用水として利用されているので，実際に利用さ

れる水量は9m31秒強である。

　吉原市および富士宮市でも地表水が灌慨用あるいは工

業用に利用されているが．とれらはいずれも湧泉を水源

とするもので，その水源に近く，湧泉の利用として取扱

う方が妥当なものが多い。『　　　　　　　　　　　　　　♂

　4．2地下水の利用

　この地域ではパルプおよび製紙関係の工場が主として

その用水源を地下水に仰いでおり，これらエ場用の井戸

数は，昭和31年3月現在実地調査済みの主要工場79（た

穿し沼津市およびその附近を含む）の範囲で約200本に

達している。いまこれら工場の用水取得の状況を取り纒

めると第1表のようになる。rなおこれを行政区域別㌍示

すと第2表のように纒められる。，

　すなわちこの地域の工業用水取得量950，000m31日の

74．5％が井戸によつて得られており，2護％が湧泉の湧

出水を利用L，残余23．2％が表流に水源を求めている

こととなる。しかも表流水の利用工場は限られた数にす

ぎず，さらにその一部は湧出口から僅かに下流で流水を

取り入れているのであるから，実質的に80翅強が地下

水とみることができる。なおこのほかに実地調査洩れ

で調査票だけ得られている小工場が推定概略30，000｛’

・4一（240）
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第1衷 論繊工、場融源の現況ほ泉臨鵜麟葺1』9：襲謙

工　　場　　　名

日本軽金属K，K．蒲原

本州製紙K．：K．．岩淵

朝日製紙K．K：．岩淵

富士川製紙：K．：K．岩淵

野田合板：K．K．

宝永製紙K．K．
三光製紙工業KK：∫

朝日製紙一K．K：．岩松

旭紙パルプ工業：K』K。
　　　　　　　富　士

本州製紙K：．K：。、富士

所　在　地

庵原郡蒲原町
　蒲原161

庵原郡富士川町
　中の郷1，159

富士川町中の郷

　567
富士川町中の郷

富士川町

富士川町

富士市松岡1，597

富士市松岡1，676

富士市松本　10

富士市平垣300

取得量
m3／日・

19ゴ000

5，100

4，500

10，000

　60
2，600

5，400

27，000

1，200

128，300

水源種別
m3ノ日

取得量

F7，000
S12，000

唇｝5，…

C4，500

C10，000

C　　　60

C2，600

C5，400

F5，400
C21，600

C　l，200

F35，600
C35，000
S57，700

井戸
数

F7

F　l

C2

C1

C3

C手

C　l

C2

F2
C4

C2

20

井 戸 規 模

番号

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

浅1

　1

　2

1

1
2
3

　1

　2

浅1

　2

深1

2

3
4
1
2
1
2
3
5
6
7
8
9

深度
m　．

10
12
10，
10
10
10
12

15
30
－60

60

22
22
18

60

60

45
60

8．2

8。2

60

60

60
60

26
60

6
6
7．5

6．2

6．4

6．0

15．5
6．5

孔径
　吋

196
78
196
196
196
196
196

216
12
　6

12

　10
　10
　6
8＾プ6

　6

　10
　12

177
177

　14

14

14
16

　4

　6

212
2121
157
212
212
212
157
118

牧　水　深　度．

　　　　m

23～25

12＾》27

30｛’45

45《ノ60

24～33
　52～56
27～36，

　52～55
24～48，

50～58

39～47，

41｛45，

55～61

吸水管／送水
口径／管口径
吋／　　　吋

6／6

5／5

6／6

8／8

8／8

8／8

・4／4

4／4

5／5

6／6

12／12、

3／3．

4／4

6／6

8／8・

10／6
『6／6

8／8

5／5

10／10
6／6

ポンプ
種類

T
BHM
BHM

BHM

BHM
BHM

動力
仔

10

30

35
75

50

50
50

BHM　　20
　H　　　4

BHM　　30
，BHM’40
BHM　　75
BHM　　50

BHM　　50

BHM
BHM
BHM
H
亘

BHM
BHM
BHM
BHM
BHM
BHM
BHM
BH：M

50

　50
．150

　7．5
　10

30。15
100
、15

　67・

3．40
　20
　50
　15

揚水規模
自然
水位

　m

3
6．2

13．0
9，5

11．0

6．0

6．0

3．6

3．6

8．2

8．2

8。2

8．2

8．2・

8．2

揚水
水位

　m

7．3

17．0
13．0

14．0

12．0
12．0

11．2
11。2

11．2

11‘2

11．2
12．0

揚水量
m3／日

2，030

3，000
3，600

4，300

2，600

1，800
3，600

4，000
7，900

5，400

5，400

5，400
14，400

　480
　720
3，840
6，000
3，690
3，600
7，200
3，600
10，000

3，600

備考

韓
葛
漏
碑
副・

謹
鶴

H
灘
誌

勢
覇一

醤
蟷
劃
瞭
．鑑

玲

灘
圧［

嶺
掴

鰍

費
憾

細
毒
野
曲
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1
欝
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工』　場－　名

大興製紙K．K．

東京芝浦電気K．K：．富士

大昭和製紙K・K。富士

東洋製紙』K．K

所　在　　地

富士市上横割10

富士市蓼原336

富士市蓼原600

富七市中丸12

取得量
m3ノ日

25，000

2，400

125，000

3，850

水源種別
m31日
取得量

C25，000

F　　800
C1，600

C81．800
S43，200

C8，850

井戸
数『

C5

Fも

C1

井 戸 規 、模

番号

10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

1、

2
3
4
5
2
1

　　　1
C23』2
　　　4
　　　5
　　　6
　　　7
　　　8
　　　9
　　・10

　　11
　　12
　　13
　　14
　　15
　　16
　　17
　　18
　　』19

　　20
　　21
　　22
　　23
　　24

C2 1
2

深度

　m

128．2

108．0

139．3

102．8

　31
　32．7
ヤ

｝25～40
75
91
70
105
70

22
84

85
85
85
86
85
21．

190・
23
23
21
23
90
24
24
24
24
24
24
24
30
30

76
45

孔径
　吋

14

14
14
14
14
12，

12
16
16
16
16
18

14
14
14
14
14

68

8

16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16－
18
16
18
18
18

12
’与

牧　水　深　度

　　　m

87～103（熔岩上）
111ん128（熔岩下）
101～108（熔岩中）
90～105（熔岩中）
105戸》139（熔岩下）

96　　（熔岩中）

45～60
60～75
45＾ノ60

75β》91

45～60

44戸》59，　71～82

67～76

吸水管／送水
口径／管口径
吋／　　　吋

10／10

10／10’

10／10
’
1
0
／ 10
10／10
　8／8
・8／8

10／10
10／10
10／10
　8／8
10／10・

一8／8

　8／8
8／8

8／8

8！8

8／8

5！5

ポンプ
種類

BHM
BHM
BHM
BHM
BHM
BHM．
BHM
BHM
BHM
BHM
BHM
BHM
BHM
BHM
BHM

、BHM
　T
　I

BHM
BH：M
BHM
BH：M
BHM
BHM
H
BHM
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H　－
B　・
・H

H
T
T

動力
冊

501

50
35
15
50

40
30
50

50

25
25

50
50
30
30
30

揚　水　規　模
自然
水位
　m

40kW
20kW
50
20kW
20kW
15－

20
20kW
27kW
25
20
20
30
25
25
30
－30

50
15

3
3
3
3
3
2．5

3

0．7

1．0

1．2

1．4
0’．3

0．5

揚水
水位
　m

揚水量
mヲ日

10，000

　　’10，000
　　　10，000
　　　10，000
　　　10，000
　　　17，200
　　　7，200

6

4．5

4．5

4．5

4．5

3．9

4．5

7．1

4．4

4．5

5．8

6．2

4．8

6．0

5．1

2．4

5．8

6．0

6．1

18

9，000
9，000
5，40C

5，400

2，200
1，800

備考

3，000
3，600
5，400
5，760
7，200
6，480
5，760－

7，920

5，040
2，880
3，600
4，320
5，760
3，600
5，400
6，480
3，160
5，750
5，470
5，750
6，500
5，750

8，850

予備

碁

陶

蟄

隊

輯

．並

難

ハ櫨

『

弊

櫨

o
中

）
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1
翁
蕊

共英製紙工業K．K．

サツキセイシ民K．富士

三星製紙K．K．
大和製紙K．K．

駿河木材工業K．K：．

やよひ製紙：K．：K。

太平製紙K．K．富士

大　川　製　紙K．K．

五条製紙：K、K．

富士製紙工業K．K．原田

三島製紙K：，K．原田

原田製紙K．K．

富久興製紙K．K：．

和田川製紙工場

有限会社ミツホ工業所

睦　製　紙K。Kl．

今泉製紙K，K．
興陽製紙K．K：．今泉

大曜和製紙KK吉原

富士フイルムK：．K：．今泉

吉原市中桁1，3雛

吉原市伝法1，180

吉原市伝法3，595

吉原市坂本

吉原市伝法2，184

吉原市彌生通り

　　　　　341
吉原市原田　2

吉原市原田　4

吉原市原田51

吉原市原田　123

吉原布原国503．

’原田　1，169

吉原市今泉　8

吉原市今泉　79

吉原市今泉85

吉原市今泉』97

吉原市今泉123

吉原市今泉131

吉原市今泉141

吉原市今泉148

4，000

12，600

1，000

6，000『

1，550

2，400

8，500

1，800

7，200

14，4呂0

11，700

54，000

4，3CO

3，600

2，000

4，540

2，730

5，620

11，520

7，100．

C4，000

C12，600

C1，000

C6，000

C1，550

C2，400

C2，450
G6，050

C1，800

C7，200

C14，430

C 2，600
G9，100

G4，000
S50，000

C4，300・

C3，600

C2，000

C4，も40

C2，730

C5，620

C11，520

C
． 7，100

C3

C5

C　l

C2

C　l

C2

C1

C　l

C2

C2

F　l

C1

G2

C　l

C2

C　l

C　l

C5

C4

C4

1
2
3
1
2
’3

4
5

1
2

『1

2

1
2
1
2

1
2

1
2

1
2
3
4
5
1
2
3
4
1

55
40
18

45
45
52

38

24
60

18

30

60

52
60

60
60

3
60

40
40

27
33

23

13
13
16
13
36

39
39
39
39

45

6
4

10
12
12，

18
18

4
5
8
4
3
4
6

6
10
14

12
12

5
10

5
6
6
2．5

3
5

6
4
4
6
8
コ6

16
16
18

5

18戸》28，　31～45．5
23．5＾〆32，　36＾ノ45

26～31，　36～52

　　21～27
22～27，　37～43

45《ノ60

45～60
45～60

28，　42，　55

6／6

4／4

6／6

8／8

10／10

10／10
10／10

3／3’

5／5

6／6

4／4

3／3

4／4

6／6

6／6

6／6

10／8

10／10
1P／lo

6／6

H’

H
H
H
H
H
H
H
T

T

H

T
T

BHM

T
T
T
T
T
T

T
T
T
T
．T

T

20
15

20
54
100
100
100

30
50

15

15

60
60

20

10．
20

20

5
10

10

20
10
10
20
30

20

2．6

2．6

3．6

0．3

1
1．2

1．2

0．3

十1

自噴

8．5

0
0

0．9
0．9‘

0．09

十2．4

自噴
ゲ

ヴ

十〇．3

3，0

3．9

3．9

5
6

13．6

3
3
7．3

1，440
2，700
3訊600
3，600
5，400

1，000

1，550

　840
1，560

2，450

1，800

5，400

3，600
’
9
，
000
5，400

1，170

1，600
2，840

3，600

　430
1，440

4，540

1，680
1，120
1，120

1，680

7，000

5，700
5，700

900

離
函

麺

琳
爵
誉
蔦

H
撒
曲
邑
倉
覇

菖
熱
闘

瞭
難

牟

灘
田

蒲
曲

鄭

曽

融

融

倒冷

野

曲
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曾
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’
工
　
　 』場　　名 所　在　地

双葉繊維化工場

大昭和製紙1く．K．吉原分

朝日製紙K．K．今泉

KK・薩川製線所

井出製紙K：．耳．今泉

日清紡績K，K。吉原

新橋製紙K．K．

丸共製紙K．K．

k．K山恭製紙所
興国人絹パルプ耳主く．

　　　　　　　　富　士

日産自動車K：．K．吉原

吉原市今泉15q

吉原市今泉212

吉原市今泉215

吉原市今泉266

吉原市今泉274一

今泉285

今泉310

　　　1

騨．難

　240

・4，320

9，300

2，700

40，800

4，000．

4，300

　　・今泉1，265P5，400

吉原市今泉’131　1，960

吉原市新橋238　13，000

吉原市依田原 7，7001

C　　240．

C4，320

C9，300．

C2，700

C40，＄00

C4，000

C4，300

F5，400

C1，960

C13，000

C7，700

井声

数

井 戸 『規

番号 深度

m
．孔径

　吋
牧　水　深、度

　　　m

模

C2

C2

C6

C2

C8

C4

C3

F2

C　l

C3

C6

66
61
86

45
54

40－

40

52
45
45
45
45
35

36、
36’
36
36
36
40
40
45

61
82
85

45
45
49

　3．
　3』

21

44、

‘54、

46

60
60
18
60
6σ

60

14ラ8，6

36～50
36〆》451

45～55

52～60
73～83・

67～85
も

41～44
40～51
40～46

欝魏翻吋／　　吋

　　4／4
　　3／3

・　5／5
　　8／8

6／6

6／6

6／6

6／6

6／6

8／8

8／8

8／8

4／4・

5／5

8／8

6／6

6／6

7／7

6／6

T
T
BHM
T
H
H
T
T
T
T
T
T
T
T
T
R
H
H
亘

H
H
H
H
H
H
－H

E
耳

　R

　且

　H
　H

T
T，

H
且

H
T

動力
　仔

揚　水　規　模
自然

水位

　m
15

15
50

　5
　3

15
30

50
30
10
10
　、5

　3』
　5

　15
　15
　15
　20
　20
　50
　50
‘50

　10
　10
曳15
　30

　10
　10
　20

　3

　51
　7．5

　20
　30
　20

　5Q
　30
　3
　15
　15
　30

0
0

自噴
〃

グ

グ

ク　　』

7

ク

ゲ

ヴ

グ

ヴ

ヴ

ヴ

グ

グ

〃

ク

ヴ

0
0
0

揚水
㌃水位

　．m

0．5

1
0．5

0
0
0
0
0
0

12

4。5

4．5

2．4

2．4

7，8

7，3

5
5　1

7・

9．1

15．2
15．2

0．3
00．3
0．3
0．3

0．3

0．3

揚水量
m3！日

備考

　900
1，440
722001

1，300
1，13Q

．1，500

2，800，

　980
1，700

4，420
4，420
4，420
4づ420
4，420
5，760‘

5，760
7，200

1，300
1，300
1，500
’4，100

　700
　500
3，100

12，200

3，240

手，960

2，300
4，100
2プ500

1，930．

■，200

　　10
　　50

　250
　670

静
鵬

灘
、
’
瞭

報

．こm

鑑

デ　
櫨

刈

眺
脇F

①

中
）

ノ
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大昭和製紙K．K．鈴川

富岳興業K．K：，

新生繊維工業K：．K，

市川製紙K。K．
大昭和製紙K．K．吉永

丸菱工業K．K」

春日製紙工業K：．K」

興亜工業K：．K，

吉原市鈴川

／

吉原市鈴川も151

・吉原市比奈460

吉原市比奈650

吉原市比奈798

80，000

18，000

7，820

1，820

30，000

吉原市比奈1，27916，900

吉原市比奈

吉原市比奈1，286

18，500

12，600『

C80，000

C18，000

C7，8β0

F1，820

F30，000

C6，900

F2，000
C13，000
S3，500

C12，600

C18

C5

C5

F1
，F6

C2

F4
C3

C5

1151　12
2136　14
3　　　　12
4　　　　12
5　　　　12
6　　　　12
7　　　 12
8、　　　12
9　148　12
10　．121　　　．12

11　121　 12
12　110　12
13104　 12
14　90　 12
15　97　12
16　85　12
17　87　12
18

1　115　10
2　109　　5
3　106　　3
4、91　　4
5　96　　3
1－98　　6
2　88　10
3100　　6
4　29　　5
5106　　』6

　　　2．7　70

1　6　20
2　 6　20
3，6　20
4　6　20
5、　6、　20
1／　7　20
1　60　 1α

2　21　10
1　　　，4．5　140

蓉珪：器珪8

4　4．5140

1　48
2　59
3　85
1　60　16
2　91　　6
3　23　　6
4　23　　6

95～136

82～109

110～115
106～109．

14～98
14＾ノ88

75～97

27《ゾ30，　58｛ノ60

．9～12，　18～21

55～85

30～’60

55～91
9＾ゾ23

14～23

6／6，

5／5F
3／3

4／3

3／3

5／5

6／6

5／5、

5／5

4／4

3／3
4／4・

BHM
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
HH
H
，

H
H
H

H
H
H
H
H

H
H
H
H
H
H
H
H
’H

H
H
H
H

T
BHM
T
T

30

20
10
15
35

7．5

30
50
5G
50
50
54
50
75
50

50
15

5
5
3

15

20，

15’

、20

10
7．5

10

10
15
15

30
30
30
30

自
． 噴
0．6

0．9

0。9

0．3

0．3

0．6

0．6

1．2

0．3

1．2

1．2

1．2

1．2

自噴
ケ

グ

グ

グ

自噴
ク

〃

ゲ

ク

1．8

3～4

1
1
1
1
1
0．9

1．8　3．0
4．5・6．0

∫。8

4．5

2．5

2．5

2
2
2
自噴『10
ク　　13

1　　9
1　　9

7，400
1，800
3，800
1，3GO
2，700
7，000

1，400
4，000
8，700
7，400
9，300
9，100
7，800
9，300
7，900
8，900

12，960・・

2，880

2，720
2，362
1，823

　913

1820
10，000

7ジ500
7，500
5，000

4，150

4，140
2，860

1300
1300’
8
0
0

3，300

5，700

3，600
3，600
3，600
3，600

韓
函

海
飾
鼠
誉
郵

H
濃
詑、

誉
菰
碁
郵
灘1

瞭
鑑
囎

灘
田

備
曲

嶽

蟄

淋

繭
番
野
梱

含』



工　場　名

5
曾
齢

森永乳業K．K．富士

フジ製糖K．K．富士宮

大宮製紙K：．K．

静岡県蚕糸K．K：．富土宮

近江絹糸紡績K：．K：．富士宮

日本皮革K．K：．富士、

東京製紙K．K．

富士木材工業：K．K．

富士特殊木工KK

本州製紙K．宜．

　　　富士第二

天間製紙K：．K：．，

富士特殊工業K．K．

富士製紙合板K：．K．富士

新東産業K：．K．

富士共和製無KK

駿州製紙 耳K．
井出製紙K．K．鷹岡

所在地

富士宮市大里

富士宮市大宮450

富士宮市黒田600

富士宮市大宮308

富士宮市大宮211

富士宮市大宮38

富士宮市小泉866

富士宮市小泉855

富士宮市貝畑5

富士宮市小泉326

鷹岡町天間729

鷹岡町天間689

鷹岡町入山瀬141

鷹岡町入山瀬141

鷹岡町久沢312

鷹岡町久沢237

鷹岡町久沢160

取得量
m3ノ日

　60
2，300

6，0ρ0

　50
3，200

12，000

14，400

5，400

2200・

24，000

19り200

5，600

9，300

1，800

3，900

1，440

4，300

蛮糖別井戸
取得量敷

G　60
G2，300

C3，000
S3，000’

一S　50

C　800
S2，400

．S12，000

C3，600
S10，800

・C5，400

C2，200

F24，000

C3，500
S15，700

C5，600

S9，300

，S1，800
C3，900

C2

C1

C1

C2

C3

F1

C3

C2

C5

C　1，440　・C　l

C’4，3σO　C1

井　戸　 規　模
番号

5

2
1

1
2
1
2
3，

1
2
3
1－

2

1
2
3
4－

5

深度

m
60

孔径
吋

6

52・660　10
36

91

6
45

5。5

45
51

24

8

1．5

4
4

6　 1．5

82』 12
．92　10
75・　12
84　12

45
48
50
50
70

66

19

6
6
6
6
10

10

8

牧水深度羅％離ポガ
　　m　　　　 種類　　　　吋／．吋．
23戸》60

、30～52

30｛’51

39｛’57

’
9 ～19

3／3

8／6

6／6

6／6

4／4

4／4

4！4

6／6

8！8

，8／8

6／6

BHM

H
H

BHM

BHM

T
T－

T

BH：M

BHM
BHM

T
T
T
T
T
BHM
T

動力
圧

75

15
20

95

50

2
5’

15

40－

15

67
67

　7．5
　7．5
10

－10
25

40

20・

揚水規
自然
水位

m
1

自噴
グ

自噴

自噴

ゲ

〃

自噴
ヴ

4

揚水
水位

m
10

10

6

17

5．4

6．6

講量1備ぎ

m31目

9，000

．1，000

3，000

休業

800’

　　　　碁
3，600　　璃

　　　　闘
　　　1瞭・』

360　　潔
800　　　並
1170
’
富 士宮難
　浅間神く
　社附近櫨、
　から自．r
　’然流下
　送水距瞭
　離　3，390櫨㌦
　　m，①
　5　　中　　　　）3，066
400

2，700
5，400

1，440

4，300



昌

1
曾・

鳶

福泉醸造工業、K。K：。

富士製組工業K，K．江尾

協和醸酵工業K．K．富士

特、琿製紙K：．K；。

図書印刷K：．K：．原町

塚田製紙K・K、

矢崎電線工業K：．K：．沼津

囎電融K・群

東京麻糸紡績K：．K．沼津

沼津酸素工業KK！

総 計

當士廊須津村ホ

里181

富士郡須津村江
尾

P腰東郡長泉村

駿東郡長泉村天
神原

富士郡原町

沼津市大岡町

辮大町，

沼津市大岡町
1，395

駿東郡清水村柿
田柴原

2167。

4，230

　90σ

11，，500

5，400

10，000

1，000

1・590

　100・

　　40一

．952，850

F2レ。
C2，400

F　　200
C4，020

ε｝9・・

謝・・脚

C5，400

C10，000

C1，000

C1，500、

す　100

F　．　40

F　l

C5、

C6　、

ε釜

ε13－

31・

C　l

C2

C4

F1

5
1
2
31

4
5、

1
2
3
4
5
6
1
2
3
1
1
2

1
2
3
4
1

f
2
1
2
3
4・

　6

90　　12
90　　12
27

36　　　4
39　　　4

45　　　3二

60　　　5－

60　　　4
60　　　6
91，　　8
91　　　3
13。9　『98

　9　　47
60　　　2

　7　　79

123，　io

170　　10’

55　　　5
57　　　6
72　　　F5
72　・

105、，　4

10σ　　12

100，12・
75　　　3
75　　　4
75　　　5
75　．　6

　8　　39

4響湧んgo

　　l8＝18

　　50～60．
　　75～90
　　80～90

4／4

4／4

き／3

3／3

10／10

10／10

5／5’

6／6

5／5

5／5

5／5．

T
H
T
H
、

H
H
BHM
H
H

T
T
T
．

T・

BHM
T
BHM

BHM

T
T

T

5
15
20
10
10

75
30
15
10
40
10

20
10
35

30

50’

30

40

15
15
15

10

20
．20

　3

　8

．30

　1

自噴
　ケ

　グ

　ゲ

　ケ

　ケ

12．0
6
，

自噴

多・

多
30

　1．8

　1．8

　4．5

　5．4

　5．4
　7　．

　4

　　　270
　　1，800
　　2，100
　　　720

2．4　　210

3　　　690
3　　　450
3　　　930

3，1，200
3　　　200

12．0　1，440
7．5．　180

20　即
2

　　－5，400

47

－
3
． 3
3．3

11

5

唇｝7・9，89・（全轟し74．5％）

G　　　21，510　（　　　ヶ　　　　　2．3形）

S221，450（　ヴ　23．2％）
註、この帥沼津勅よびその附遮癖の趨査土揚莇る。

離
圏
麺

歯
副
淫
蕪

H
灘
曲

誉
藁
言
露
灘

瞭
難
班・

灘
田

儲
曲

嶽

諮
髄

細
書
野
曲



地質調査所月報（第7、巻第6号）

第2表岳南地域行政区域別・水源別工業用水

　　　　取得量（単位m31日）　・

行瞭源！弛下水

蒲原“町．7，000
富士川町　　22，260

富士市　222，250
吉原市　363，3QO
，富1士宮市　　39，000

鷹岡町　18ジ740
　　　　　37，340＊
鰐勇議（難沓）

計 709，890

湧泉水

19・兎50

2，360

21，510

．表流水

12，000

100，900

53，500

28，250

36，800

221，450

＊ごのほかに東京麻糸沼津・旭紙パルプ沼津・大東紡

織三島？目清製粉三島・三共三島・横浜ゴム三島・F

森永乳業三島などの分が含まれていない。これらは

全部地下水を利用しており，推定20，000再31日程度

である。　　　　　　　　　　　　　　　＼

1第3表　岳南地域水道水源の現況

市町名水道の　水源の状況
　　．種類『

富士市

吉原市

富士
宮市

臼鷹岡町

沼津市

上水週古富士泥流層中
　　の湧泉
伺上　長通北方の新設
　　井，深度71坦
簡易前田部落
水道

同上　前田新田，深度

　　128n諏
　　ほかに新設井1
。同上　本町（本州製紙

　　補償による）一

　　〆富士熔岩中の地
　　1下水を牧水する
上水道／深度47mのほ　　、／
　　かに計画中のも
　　の1
簡易1旧市内に23ヵ所
水道閥市内に35漸
上水適浅聞社の湧泉

同上

同上

同上

∫富士熔岩中の地下水を牧水する
＼し

深度61および75
　アmの2井
泉川湧泉

藤倉電線脇深
度100mの4井

取得水量
m3／日

1，300

5，000

4，500

2，000

1，000

最大
12，000

最大
18，000

備　考

ノ

計画揚水量

』40，000n13／目の地下水を利用して郭り，さらに第3表に．

示すように上水道および簡易水道礁あるいは原町3長

泉村所在の灌慨用井戸群などがあ為ので，これらを合せ

ると最盛時には全用水量は1）000，000ん1，050，000m3∫日

となり，’このうち湧泉を含めた地下水利用量が800，000

m3／日を上廻ること・どなる（第3図）。

　た蹄しこの数掌は駿河湾北岸平野約150km2にっ“．

ての利用水量であつて，実際には富士・吉原両市の平野

部約30km2程度の範囲でその大部分が集団的に利用さ

れており，地下水のみに限れば70％強が30km2の土

地から揚水されでいるのである。したがつていまこの関

係がら1琴m2当りの地下水利用量を算出してみる≧，・・

150孕m2全体を対象とすれば5，300m31日・また30km2

を対象とすれば悠に20，000m31日となり，新居浜市国

領川沿岸の1km2当り・32，000m31日（た．黛し自由面地

下水をも含む場合には75，000m3／日）には劣るが，浜松

、市のLkm2当り15，000m3／日を凌く徽値となるQこれ

は井戸が密集している狭い範囲を対象とした場合にはな

声一層高い地下水利用度が示されるのであつて，例えば、

第4表および第5表に示すように，井戸群を有する工場

ごとの例では，他地域の同様な例と比較して著しく大き

な数値となっている・もちろんそれらの井戸群の揚水に

伴なつて生じる影響圏～干渉圏は，必ずしもその工場敷

地内だけに止まるというわけではないが，いずれにして

もそれほど重大な支障を与えずに利用できている場合で

あつて，これをもつて他範域の例と比較すると，『岳南地，

域における地下水利用がきわめて恵まれた条件の下に行

われてし｝るということが具体的に理解できよう。

第4表地下水10，000m3ノ日以上の用水量の工場，
　　　敷地1坪当りの井戸揚水量＊　・．

∫普及率は配水区域の80
％，吉原製

／紙工業にのみ工場給水

工’場　名

本州製紙，富士

大興製紙
大昭和製紙，鈴川

　『同　　富士

　同　・吉永
　’同　　吉原

∫冷蔵工場1

叉に工場給水

興国人絹パルプ，富士

　（比較参考）．
大垣市西大垣工場群

電気化学工業，『青海

『東邦レーヨン，㌧徳島

　　卜敷地面積弁戸
　坪数
85，000　19

22，000　4

50，000　18

81，000「23

20，000　4

6，4004

7，8004．

84，090

120，000

114，000

24

17

17

全揚水融撹り
m3ノ日　m3／日

72，000

25，000

80，000

82000
30，000

11，500

13，500

63，5GO

47，300

40，000

0．84
1．．2

1．6

1．0

1．5』・

1．8．

1．7

12一一（248）

0．76

0．4

0，35

＊多数本の井戸がほ黛均一に揚水準れている場合を・

掲げている。したがつて少数本の井戸が特に大量の

　　　　　　　　　　　揚水を行つているという場合は除かれている。

畠



、

静岡県岳南地域工業用水源地域調査報告　（藏田延男・森一和雄・尾崎次男）

・艘晒皆市・

職罫，．
騨◎賦難．

　　　　　　旗．．

　　　　　　　　隷

，黛

1、麗．

　　　　糊富
　　・　本　 紙

　　階・・一渉

　　1測　　川
　　〆
　　￥日じ．9

　　轟。
　　L金ン＿く溺屋

　　原

半

轟鷹岡町

□工場位置
●　井戸

佃一一→ノ勇泉あ5則蕨流

　取水位置と送水管

　　　　　　　　吉原市
　　　　　　　　　　　　　　五　　　　　　　　　　　＿太　＝　系原　』
　　　　　　　　　　　邑平　島舞田　　　　　　　　　　　轟製製P紙製

　　　　　羅羅　　　ノ轟　’＼、
　　　　　　　　　　．　　　業、
　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　～琶
　　　　　　　　　　　　N、＼

灘、』・、、ト“劉
　　　　第3図．工場用水源配置図

　　第5表揚水量の大きな井戸の例

井戸所在地・番号

朝日製紙，岩松4号井

本州製紙，富士10号井

大昭和製紙，富士7号井

　同　　　10号井
東　洋　製　紙
大興製紙1号井
富岳興業1号井
大昭和製紙，鈴川10号井

　同　　　12号井
　同　　　15号井
　同　一　17号井
大昭和製紙，吉永

轍醸孔径脚プの種類暢水動●雄降下瓢書
m
60

128．2

86

90．

76

75

115

120

110

7
9
6
107

　6

　　吋　1送水管径

16

、14

16

16

8
14

10

12

12

12

12

20

BHM，150fP，12吋

BHM，50ip，10、吋1

BHM，30甲
BHM　50正P
　，
両吸込，50rp，8吋

BHM，4鉦P，8吋
片吸込，50H｝，10吋

渦巻，50田

同，50H5

同，50圧

同，50冊

渦巻，7肝P，10吋

13一（249）

m
4？

3．8

1．3

18

19

16

16

2

14，000

7，800

7，200

7，920

8，850

9，000

13，000

8，700

9，300

9，300

8，900

10，、000

備　　考

臨隷，

｛昭和31年3月当時・6，0cOm31日
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5．容水地盤

地質・調査所月報（第．7巻第6号）

　　5．1地下地質の概要

　　この地域は水理地質的に概略5つの異なつた特徴のあ

　る地帯に大別される。すなわち，a．古富士火山集塊質泥

　流および岩淵安山岩類の露出地帯，b．富士山麓斜面，

　　　　　　　セ　c．潤井川の埋積谷，d．駿河湾岸平野のうち富士川左岸，

　・e．同Oく富士川右岸，以上5つであるが，このうちa

　は概して透水度の低い岩石・地層の露出地帯で地下水利

　用の度が低い。

　　bは富士山の基底熔岩流を最下位とLて下部あるいは

　中部熔岩流が畳重しており，cおよびdに対する地下
　　ろ　水供給地帯となつている。各熔岩流の間には火申砂礫層．
　が発達しており，熔岩の粗霧質の部分ないL空隙に富む

　部分などとともに地下水の通路を形成しているが，，分布

　位置の関係からも最下位の基底熔岩流中に含まれる地下

　水が最も多く，これらが山麓線に沿い，富士宮市淀師・

　湧玉池・吉原市浅間社・吉原公園附近・御殿・原田・比一

　・奈などに湧泉として湧出している。

　　cの潤井川の埋積谷には富士宮市街地がある。こ』は

　臼富士山の爆発に深い関連があると考えう麹る現潤井川河

　道沿いの潤井川断層によつて生じた谷部を，基底熔岩流

　その他の熔岩流が埋積し，この上に潤井川の沖積層が堆

　積している。この沖積層は鷹岡町入山瀬附近で下部熔岩

　流によつて遮断され、海岸平腺部とは直接続いていない。

　　dおよびgの駿河湾岸平野の一帯では，北に富；ヒ山

’
体 ジ西に岩淵安山岩体を擁し，これらの熔岩ある～・は集

　塊岩などが平野地下に没して広く分布していることが推

　定でぎる。しかL例えば堀鮒丘陵の南東側にあつては，

、北東一南西に走る入山瀬断層によつて南東側が落ちてい

　るため，富士市上水道水源井では羽鮒丘陵に露出してい

、る岩淵安山岩類の一部分と推定される岩盤が，地下約70

　mの部分に現われており，また現在の富士川河道沿い

　に推定される南北方向の断層によつて右岸側に露出する

　岩淵安山岩類は，かなり急激に地下深部に渥しているよ

　うに考えられる。少なくとも富士川左岸におい七はその’

　西寄りでは岩淵安山岩類，東寄りでは富士山の集塊質泥

　流層，さらに東方須津沼以東にあつては愛鷹山の熔岩

　類が不透水性基盤として予想されるのであるが，その上

　には100戸》150m以上の厚さにわたる堆積物が覆つてお

　り，’吉原・富士両市の上水源井のほかには原町図書印刷

．株式会祉原町工場の深井戸が深度170mで愛鷹熔岩に

　達しているのみそ，これ以外には適確に不透水性基盤に

　・到達している繋井記録は見当うない。

　　5．2　基底熔岩流の分布

　　富士川左岸の車野部には厚く，かつきわめて粗霧な帯

永層が発達しているが，このなかで主要な導水通路とな

つているものは，富士南麓斜面から連続している基底熔

岩流と推定されるほ黛一連の熔岩流である。現在この地

帯で掘繋されている深井戸の大部分は，この熔岩流に達

するまでめ深度で水を得ているもの（浅掘り・）1熔岩流に

　　　　　　　　　　　　ノ達しこのなかの水を得ているもの《中掘り）および熔岩流

を抜いてその下側ふら水を得ているもの（深掘り）の3通

りに区別でぎる。もともとこの附近では地元墜井業者に

よつて掘馨された井戸が多く，これら地元業者は習慣上

墾井時に得られ為弛質標本・地質断面など一切の記録塗

残L七いないので，一応の馨井地質断面の得られる井戸

は井戸総数の15％程度にすぎない。Lたがつてこれら

馨井記録の比較的判然とLているものを手掛りとして，

熔岩流分布の大勢を知る以外には方法がなく，ぎわめて

不正確なことしかわからない。

　いま第4図および第5図に示したような墾井地質断面「
　　　　　　　　　　ぺ
を基にして，聞取りによつて得られた若干の点を補足し

て判断すると，基底熔岩流と推定される一連の熔岩流の

分布は次のようになるρまず吉原市街地附近では最も浅

く，かつ厚く，市街地西方五月製紙の附近では厚さ45・

mに達している。もつとも吉原市街地東部の今泉附近

では，熔岩どして記載されている部分は1m前後の厚

さで，数層の熔岩流の間には厚い砂礫層があることにな

つている。しかしおそらく一連の厚い熔岩流の縁辺部あ

る～・嫡空隙単著しく富むような部分と考えられるので，

全体として1枚の熔岩とみなしてもさしつかえないであ

ろう。た璽し富士写真フィルム今泉工場の場合には深度

80－90m間に，他に比較して深く，かつ厚い熔岩流が

　　　　てツン
　　　冠｛ネ〕
　　　ぎの

ノ藻．
ノ　　　　　　　　　　・土
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第4図　岳南地域において墾井柱状地質断面を記録している

　　深井戸位置および第5図に示した断面方向
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第5図　富士熔岩流を中心にして示した岳南地域の地ニド地質断面（第・4図参照）

．あり，どの辺りは若干疑問がある。Lかし沼川の左岸大昭

和製紙鈴川工場の東西方向に並んだ深井戸群では，すで

に80m以下の深部にのみ熔岩流が認められている点も

あり，当時の駿河湾岸に流出した一連の熔岩流の下部が

最も南方にまで延び，。ヒ部は吉原市街地あるいは少しく

その南方に至つて尖滅したものと考えるごともできる。

　また大昭和製紙鈴川工場の井戸群のうち西部の井戸群

・には熔岩が認められ，しかもこれらは西へ寄るほど浅

く，、東へ寄るほど潔くなつて、・る。しかし東部の井戸群

ではこの種の熔岩が認められなくなる。また馨井業者の

言によつても，吉原市原田附近から今泉・依田橋を経て

東海道線吉原駅を結ぶ線を境界として，その東側では熔

岩流の分布が認められなくなるという。

　潤井川の右岸地区，富士市側では熔岩流は薄く，かつ

・や工深くなり，しかも1枚に限られて示されている。す

なわち富士市北端に近い上水源井にあつては，地下35

－m前後から厚さ約15m，市街地の中心に位置する本州

製紙で地下35m前後から厚さ約10m，東芝および大

昭和製紙で60－85m間に厚さ10～’15m，さらに沼川

河口に近い鮫島前田新田で120－130m間に厚さ6m．

前後のものが指摘される。前田新田附近と大昭和製紙鈴

川工場最西端の深井戸との間には，距離の割合に熔岩の

賦存深度の大きな差があるが，これはあるいは潤井川断

層によつて生じている基盤の高度差を反映しているもの

かも知れない。

　なお富士川寄リヘ向かつては，熔岩の分布を知るに充

分な記録がないが，熔岩の認められない井戸深度などか

ら推定して，富士川に寄るに伴ない深くなり，かりに河

口附近にまで連続しているとすればおそらく150m以

上の深度に達していると思われる。

　5．3　下部熔岩流の分布

　基底熔岩流と別な新期の熔岩流が鷹岡町中央を抜け潤

井川の河谷を埋め，同町滝戸にまで達している。この地

方の7万5千分の1地質図の調査者沢村孝之助技官によ
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岳南地域の地下水水比抵抗等値線と電気探査測点、

れば，この熔岩流は地奉露出地点を終点として止まつて

おり，南方平野部へは連なつていないという。しかし富

士宮市街地西方で潤井川の谷を横切り，羽鮒丘陵安居山

の低所を埋積し，富士川に達した別の熔岩流が富士川の

谷を流れて国道橋富士川大橋左岸の水神森にまで達して

・いる。水神森に露出し，現在四ケ郷用水取水樋門の基礎

となつている熔岩は基底熔岩流とは異質であり，かつ富

．士市街地附近の深井戸で示される熔岩の賦存深度とは，

100m近くの垂直差を有している点からみて，富士川沿

いの熔岩流の・一角と解される。この水神森の露出から、

700m南西方，国鉄富士川鉄臨下右岸に岩淵安山岩類に

挾まれていると考えられる集塊岩の露出があり，この富

．士川沿いの熔岩流は，富士川断層によつて生じた岩淵安

山岩体の東斜面に接して流下したものと推定される。た

欝し富士川沿いの熔岩流はその大半が富士川によつて侵

蝕され，沖積砂礫層に置き換えられているりで，熔岩流

として特に大量の地下水通路となるような水理地質郎機

能は有していない。

　5．4　熔岩流以外の堆積層

　燐岩以外の部分には厚く砂礫層が分布している。上水

道関係の一部の墾井記録を除いて実際の試料をみるこど

はほとんどできないが，例えば熔岩流下側の砂礫層はそ

の上位から下位へ向がつて大ぎな礫を含むよ．うになり，

主として安山岩の礫からでぎているようである己きそら

く翻鮒丘陵あるいは愛鷹山などにみられる段丘堆積物に

相当するものではあるまいかと思われる。

　また熔岩流上側の砂礫層は所々に粘土層を挾み，特に

富士市上水源井の場合には9ヴ11m間（黒色粘土層）と

15～33m間（灰色粘土層）とにみられ，主として富士川・

の旧河道に沿う堆積物と推定される。・しかLこれらも潤

井川右岸においては厚く発達しているが，その左岸，特

に滝川・赤淵川附近では細粒の堆積物に移化しており，

泥混りの砂屑に富んでいる。

　5．5　富士州右崖の堆積物

　富士川右岸，富士川町附近は，国鉄富士川鉄橋下に岩

淵安山岩類中の集塊岩の露頭があり，馨井記録によれば

この岩盤はこれから南西へ向かつて1伍から1／、。程度

の表面勾配をもつて傾いている。この岩盤の浅く現われ

ている部分と東海道線西方の山地との間，ほ野東海道線

沿いに岩盤の凹所が南北に連なつており，富士川め旧河

道が推定できる。宝永製紙・野由合板・朝日製紙・富士

川製紙・岩淵製紙・本州製題などの工場用深井戸群のi繋

　　　　　　メ井地質断面によると，この谷部には富士川のもたらした

ものと考えられる堆積層ゐほかに，熔岩と記録されてい

る岩質未詳の薄い岩層が2～3層あり，これらを含めて

堆積層の厚さは国鉄岩淵駅附近で60m程度に達し七い・

る。

　5．6・電気探査による補足　　・

　得られている難井柱状地質資料のうち信頼できるもの

を比較の対象として，メガおよびギヅシルニーによる4

極比抵抗法の電気探査46測点の測定を行つた。．これら

測点の位置は第6図に示してあるが，各測点で得られた

層比抵抗曲線を全体として解読すると概略次のような点

が指摘できる。
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　　a．富士川右岸国道沿いの透水性堆積物のうち，上層

　10《プ15mは層比抵抗100，000Ω一cm台で，富士川旧河
1・

　床爾堆積物と推定され’るが，これ以下は層比抵抗が低

　・く，粘土質の砂礫層一（おそらく段丘堆積物）と考えられ

　る。

　　b．、富士川を境界として層比抵抗10，000Ω一cm台の

　岩淵火山岩類の分布が切れ，左岸側には層比抵抗20，000

　～30，000Ω一cm台の厚層の分布が示されているQこの層

　は富士市一円にわだっており，その上位には70，000～

　80，006Ω・cmから100，000Ω覗n台にかけての層比抵抗・

　壱示す層が115～20皿の厚さで認められる。この高い層

　比抵抗の部分は比較的新しい富士川氾濫堆積物と推定さ

　れる。

　　c．・富士熔岩流は吉原市上水道水源附近で30，000～

　40，000Ω一cm，吉原市原田附近では100，000Ω一cm台の

　層比抵抗を示すが，潤井川の流路附近を境として右岸

　側ではかなり急激にその厚さ・性質などが変わつてい

　る。

　　d．吉原市原田・依田橋附近，測点19と20，21と23，

　24と25との間を境界として，いずれもその西側では層

　比抵抗が20，000～30・OPOΩ・cmであるのに対し，東側

　では〆6，000～8，000Ω・cmを示し，かなり急に低くなつ

　ている。この関係は少なくとも地下100m程度までの

　部分について明らかなのであるが，潤井川右岸の測点15

　あるいは13と，左岸の測点5あるいは6との間ではさ

　らに著しい相違が認められる。この異常に低い層比抵抗

　が何によつて生じているか不明であるが，たまたま異常

　な低水温（深度100mで13’》140C台・別報に報告予

　定）地帯にもあたつており，これから東にかけての地区

　がその地下地質礁関して西隣地区とかなりに相違Lてい

　　ることは明らかである。

　　e、集塊質泥流層と推定される層比抵抗20，000～

　50，000Ω一cmの，や玉不規則な変化を示す部分が，吉

　原・富士両市のそれぞれ上水源井附近の測点3墨よび2

　　の深部で示される。類似の曲線形および層比抵抗を示す

　　ものを各測点に求めゼ行くと，富中市一円に薄く分布．し

　、ている富士熔岩流の下側の砂礫質堆積層はほとんど大部

　分これに．相当することとなる。

6．富士山体を逼じて供給される地下水

　ごの地域の地下水の主要な酒養源はいうまでもなく透

水性の熔岩および火山砂礫に富む富士山体である。山頂1

から山麓にかけての全斜面に降り注いだ雨あるいは一部

の雪代は，主として熔岩の節理・空洞を伝つて急速に地

下深部に達し，不透水性の集塊質泥流層上に支えられる

基底熔岩流のなかに集まり，これを伝つて山麓へ向か

う。三島市北部に分布する三島熔岩流・あるいは富士宮　　　　・

市北部に分布する熔岩流（ともに富士基底熔岩流に相当

する、もの）についての従来の調査結果によると，この熔

岩は元来著しく流動性に富み，熔岩燧道などの発達が著’

しく，特にその下底部には地下川形成に有利な空洞状の

部分が連続しており，主としでこNが多量の地下水の通

路となつている。

　愛鷹山・越前岳・富士山頂ご二子山および天母山を連

ねた線に囲まれる富士山南斜面では，この基底熔岩流は

広い範囲に厚く分布しているが，鷹岡町を北東から南西

へ通過する入山瀬断層によつ七，その東側では西側に比

較’して低い位置に分布している関係上，吉原市に属して

いる旧大淵村一帯では，地下水面まで到達する深度が概

して大きく，久しく無水地帯としぐ天水に依存して用水

が得られている。しかし山麓に至り吉原市街地附近で’

は，集塊質泥流層は比較的浅く（吉原市上水源井で海面

下35m前後，電気探査結果によれば東西両側ではさら

に浅くなつている）現われるので，基底熔岩流中の地下

水は一部南側前面に湧出し，潤井川水系諸河川の水源と

なつている。これら湧泉のうち吉原湧泉群が8力厭で

320，000m3掴余，富士宮湧泉群が850，000m3／日で合計

1，170，000m3／日となる。そしてこのほかに平野部地下に

導続する熔岩流中を伝つて流動する地下水があり・これ

が熔岩盤上下の砂礫質堆積層中に供給されている。　　　　　、

　平野部に所在する工場用深井戸について，その水比抵

抗，pH（遊離炭酸）・C1ノ，Ca／M＆，（硬度）および硫酸な

どを測定，分析した結果によると，ロ地下水はいずれも北

東方吉原市街地の方向から南西方富士市街地の方向へ向

かい，広い正面にわたつて，かなり活濃に流動している

ことが推定でぎる。水温および無磯諸要素については別

報に記載する予定であるが，水比抵抗の場合を示すと前

掲第6図に示したように等値線が描かれる。したがつて

これら吉原市街地背面から基底熔岩洗によつて運ばれる

地下水の主要な流動方向ほ，平野部では北西→南東の方

’向であり1，例えば潤井川沿いに鷹岡町・富士宮市附近か

ら加わつてくるような多量の地下水などは考えられな

いQ

7．1表流による地下水供給量

駿河湾北岸平野のうち西部地域における表流による地

下水供給量を知る目的で，富士川および潤井川の縦断方

向流量測定および若干の地下水位水準測量を行つた。昭

和30年8月3日～10日と伺31年1月30日’》2月8日

の2回にわたり，それぞれ渇水期に，プラィス型松井式

流速計（昭和30年7月5日および同31年1月9日検定

済み〉3台を用い，常用の基準によつて夏季33断面，冬

17一（253）
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第6表’富士川流量測定結果

お

r
曾

9
、Fノ

番号

1

盆

3

4

1

2

3

3／

4．

永路名

富士川

同

同
．

同
四ケ廊

用水

同

富士川

富士川

同

同

同

同・

四ケ郷
用水

　　　　　測定日時測定揖所・
　　　　　　年月日

天候

庵原郡松野村北松野』　　30．8．6　　晴
　　　　　11h40m｛・15h1αn

　同．　南松野　　30．8、。6　　ヴ
　　　　　　10．20～12．3冬
　・同　　．同　　30・8・8　 ゲ

　　　　　　9・45一ゾ12ρ10

富士市岩本A　　30．8．6　　グ
　　　　　　13．00～13．50
　　　　B30；8．6グ　　　　　　11．05戸》11．30　　、

　同　A30．8．8　　　　　　9・30’》12・20

　　　　B
酵鉄需下流91縞1115
庫士市船場gll5』i、1、5

　　　　　　　　　　ク　　同
富士川河口左岸寄・30，8．5　　グ
　　　　　　13．90～13・50

庵原郡松野村北松野

　　　　　ま
　同　南松野一

富キ市岩、本
　　・同

富士’川橋上’流

国鉄鉄橋・ヤ流

富士市舶場

－31．2。1
11．00～14．00

’
3 1．2。1
11．40＾ノ13，35，

　31．2．1
・11．00《プ12．00

　31．1．31
11．30－43．00－

　31．　1．31　’

12。05’》14。40

　31．1．31
12．50～15。15
　31．1．31
15．40《プ16．05

1測糀量

m31秒

12．480

14．130

F14．230

11t．340

1．890

11．930

3．440

12．370

1．050

0．230

2。760

，〃

ヴ

グ

グ

グ

〃

ク

1ρ．185

12．487

10．650

10．848

．10，220

9．232

0．250

流量差
　m2ノ秒
．増

1．650

減

臼
0
．
9
0 0

2．302

1．720

1．82貧

0．628・

6．738

蠣1最燦

m　　m

44．0

41．90

41．90

49．00

15．00

49．70

18．00

80．00

3．40

3．00

7．30

46．50

断薗積

m2

48．00

35．50

35．50

66．qo

46乙0α

3t60

0．87

0．97・

0．80

0．80

0．70

1．00

0．25

14．85

18．85

18．37

25乙05

3。45

26．19

6．50

27．12

1．32

0．38

2．56

24．09

25．12

17．03

17．49

20．745

34．77

0．78

河床の

状況

礫・砂

礫

グ

礫♂砂

礫

〃

．”

〃

グ

グ

〃

両　岸　ゐ　状　況

漏部撤峡．髄・・79・左岸高ガ激右岸河
岸段丘崖。

流心部左岸から12．O　ml流速0．996。8月8日に
準・07雛勤・、両岸副激F・

流心部左岸から30，0m，流速0．β1。両岸高水敷。

流心部ほ黛中央，流速、0．76。両岸高水敷。

8月7日に降雨あり。8月8日のB断面測定中
11h30mより急激な増水をみる。
流心部左岸から11．Om，流速0．623。両岸高水敷Q

両岸護岸（コンクリてト）。．

．．四ケ郷用水は富壬市船場から塚水。

参考までに記載。水色，白濁。流心部流速1．86。、

．　礫径20cnlo

礫・砂

　グ，、

　ゲ

　グ

礫　－

礫・砂・泥

流心部左岸から20。Om，流速0．637。牢岸高水
敷，右岸河岸段丘，砂の堆i積あり。

流心部左岸から9．O　m，流速0．743。両岸高水敷・

流心部左岸から18．Om｝流速0．812。両岸高水
敷。

蜘部左岸から即m・瀧0・67痢岸離．

流心部左岸から14．Om，流速0．421。尚岸高水敷。・

両岸コンクリート護岸。

藤

贈

劃

．瞭1

県

並

諜

　鵬

刈

騨’

鵬．

①
嫡ロ

註）　流速はm／秒



・第7表　沼川永系’潤井川流量測定結果

番号

1

2

3

ビ
くΩ　 41、

翁

3

5ノ

64
6－2

6－3

7－1

7－3

水路名

潤井川

下堀用水

潤井川

　用水
潤井川

　舶水

　同
　同
下堀用水

潤井川

　用水

、
、

同『

1潤井刀1

上堀用水

　同

1同

中堀用水

　同

測定場所 測定日時

滝戸橋　30．8。4
　　　　9。45ハプ10．30
滝戸取入口　　30．8．4
　　　唱10．40ρ》11．15

富鷹橋　30．8．4
　　　　9．30〔ソ10．30
　No．30　　 グ

潤井川橋　30．8．4
　　　　9．40～10．35
　No．29　　　　30。　8．　4

　　　14．10＾プ14．25
　No．29ノ　　グ
　No．26　　　　30．　8。　4

　　　13．30ハ♂13．40
河原宿　30．8．4
　　　15．30｛’15．50

富安橋　30。8．4
　　　13，20＾ゾ14。20
　No．25　　30．8．4
　　　14．40＾ゾ15．00
　No．23　　30．8．4
　　　16．00解16．15
田子の浦橋　　30．8．4
　　　14．00周15．10

滝’戸30．8。5
　　　　9．15戸》　9．50

上堀橋　 30．8．5
　　　　9．15＾ゾ9．50
松　　　　　岡　　　　30。　8．　5

　｛　　　10．30《ゾ12．00　　－
　No．3
　　No．6・　30．8．5
　　　12．15戸》12。30

滝’戸　30．8．5
　　　　9．15解9．55
平垣国道附近　　30．8．5
　　No．710．20’》10．30
　　　　30．8．5
　No．A10．35’》11，00

天候

晴

ゲ

ヴ

｛
〃

｛l

ヴ

ゲ

グ

グ

ゲ

ゲ

ゲ

ゲ

グ

ゲ

ヴ

ゲ

グ

測定
流量
m3／秒

流量差m3／秒

増 減

5．163

1．264

4．890　0．991

0．458

5．011　0．579

0．087，

0・0↓2

0．076

0。615

4．730

0。827

0．134

5．987　2．218

2．603、

2．与13

0．245

0聖．277

0．028
0，072

2．716

0．571

1．706

　一1
水面幅最大深

m　　m

　22．QO　O．60

　’　6．30　0．50

　“　20．00　0．58

　　3．70　0．63

　14亀60　0．68

　　1．20　0．30

　　1．00　0．07
　　1．50　0．15

　　2．00．0．41

0．895　34．20　0ポ30

　　3。60　0．52

　　2．200．34

0．090

1．891

19．00　0．56

6．74

5。10

1．70

2．64
0．60
1．30

7．50

3．50

3．75

0．74

0．79

0．52

0．36
0．24
0．30

0．50

0．30

0．85

断面積河床の
m2

5．900

2．367

6．860

2．005

6．265

0．360

0」070
0．212

0．628

8．180

1．355

0．477

7．660

状況

礫

泥・砂

礫

ゲ

ケ

・砂

ゲ

砂礫

礫

グ

砂

泥

礫

4．219・ゲ

3．189　グ

0．491砂

0．729　〃
0．092　ヶ
0．390　ゲ

3．650礫

1．050　ヶ
2．4791ク

　1

両　岸　の　状　況

流心部ほ曾中央，流速1．108

左岸堤防，右岸草地の高水敷。

流心部左岸から13m，流速0．92。
両岸堤防（土）。

流心部左岸から4m，流速1。036。

左岸堤防，右岸は礫の高水敷。

水深が浅く河幅広く流れ，流心部
では左岸から1～10mの間を0．60
～0．79で流れる。両岸堤防（土）。

流心部ほ・黛中央，流速0．864。
左岸高水敷（礫），右岸堤防（土1。

工場廃水の流入で猛臭あり。

両岸石積み護岸。

両岸コンクリート護岸。

両岸コンクリート護岸。

　　向、一
　　同
　　同

両岸石積み護岸。

　　同・

　　同

　　ヌ
備　　考

滝戸橋断面下流で流出乙

・富鷹橋断面下流で流出。

潤井川橋断面下流で流入。

　　同　　流出。
　　同　 流出。

　　同　　流入。

富安橋断面下流で流出。

　　同1

曝．
副
・漏

珈
甜
昌
鷲

H
懸
誼

碁
簸
蕊
蟷
灘

厭
難
玲

灘
田

、置

油

鄭

曽．
融

諏
墨F

餐

油　　 、

）



齢

　1

　2

　3

　3

鱒　 4ゆ
」
爲
頴

　．5

　6－1

　6－2

　7－1

8－11

8－2

水路名 瀕掟場所 測定日時「 天候

　　　耳・・6　30・8・5　グ
　　　　　11』20～11．30
潤井川。滝戸橋　　31．2．2　　ク
　　　　　11．00＾ゾ13．151

同
富
鷹 橋3、．2．2ヴ
　　　　　12．00～13．10下堀用水滝戸取禾亘　　31・2・2　　”

　　　　　13．20～13．40
潤井川潤井川橋3・．2．2　ゲ、
　　　　　10．45～12．10
　用水　　　　　　　　31．2．2　・、ゲ

　　　　　13．30～14．00　．
シ閏井刀1　　　　　　31．2．3　 ヴ

　　　　　て10．00～11．40
　用水　　　　　　　　31．2．3　　グ

　　　　　12・001》12・10
潤井川　富安橋　　31．2．3　　ク
　　　　　10．30（ヅ11．10
，用水　・　　　　　　31』2．3　‘グ

　　　　　10．30～11乙10
灘川前田橋皿1162i31。。・1ヴ

ー用水　　　　　　　　31・2・3　　ヴ，

　　　　　13・90～13・20
上堀用水滝戸31．2。77　　　　　11．20～11．4（｝

　向　王堀橋、　31．2．7　グ
　　　　　10．00～11．00
幌彫滝　戸gll62i。1。。”

　同中・島31．2．7〃　　　　　10．15饗）11．30
　同・用・水31．2．7グ
　　　　　10．15（ノ11．30
下堀用水長　通　橋　　31．2．7　　グ
　　　　　、　11．50～12．00

同　浅間橋　31．2．7　ク
　　　　　11．15～11．50

測定
流量
m3／秒

流量差m3！秒

増

0．072

8．970

8、446

1．220

6．140　0。414

1．500

7．374

0．040

6．414

0．130

6．356

0。706．

0．597，

0．8740．127

2・035戸

1鋤
0．276

1．425F

1．618　0。193

1＼！

1
減
、

6．511

0．524

0．920

01894

0．062

水面塩

m
最大深

m

L300・30

26．00　0．60

22．80　0．80

5．600．40

25．00　0，62

3．70　0．55

25．00　0．65

．i．ooo、16

32．70「0．53

3．50　0．55

31．50　0．55

2。00　0．80

6。50．0・35

5』000．姶

8．00　0．48

8．060．4ケ

3．00　0．．30

・4・oqo・40

5．30　0．55

断面積・

m2
河床の
状況・

0．390

11，110

8．890

1．470

9。514

1．712

9．921

0．106

10．731

1．429

12．490

1．650

1．930

1．963

3。47与

3．035

0．730

1．535

2．701

両岸の状塊
ク

小礫

櫟

泥・砂

礫

小礫

’礫

泥

礫
．

澤

小離

土・砂

小礫

土・砂

礫

ケ

グ

オ・礫

砂

備　　考

　　同
流心部左岸から8m，、流速0．938。．

両岸高水敷（草地）。

流心部左岸から4m，流速1．216。

左岸石積灘右郡綴（脚G

流心部左岸から5血，流速0．885。．

左岸石積護岸有岸高水敷（礫）。

流心部左岸から5m，流速0。982。

流心部左岸から7m，流速0．767。
両岸堤鯵（土）。

流心部左岸から24m，流速0．650。
両岸堤防（土）。

両岸石癌護凱．

　　同1

両岸糊土）び

　　同
　　同．

　　同
左岸コソクシ・ト声岸凱

上塀用水支流が流入。

富鷹橋断面下流で流出。

潤井川橋断面上流で流出。

潤井川橋断面下流で流出。‘

富安橋断面上流で流入。　．

前田橋断面上流で流入。　『

昌1

瑚

灘

瞭、

潔

画

難

　櫨

刈

酪

櫨

①

・中

上流で虫堀厭から分水する・．

畦）髄は劃秒．



静岡県岳南地域工業用水源地域調査報告　（藏田延男・森　和雄・尾崎次男）

季．34断面の重複測定を行つた。これらの測定結果は第’

6表および第7表に示してあるが，その概要は次のよう

に纒められる。

　a．・富士川は山梨県西八代郡栄村地先において，日本

軽金属株式会社蒲原工場の発電用水40m3ノ秒が取水され

て後，支流稲子川・稲瀬川・芝川などの水によつて補給

され流水を維持している。北松野断面と南松野断面（庵

原郡松野村，第7図断面1および2，以下これに準ずる）

1との間では小支流の混入による増加のほかに，右痒から
鵯
・
の
地
下
水 の補給を受け，夏季にあつて1．65m3！秒，冬季

・にあつて2，3m3／秒のいずれも増加を示している。1

　b．南松野断面と岩本断面（第7図断面3）との間では

夏季0．9m3／秒，冬季1．83m書／秒の減少，また岩本断

面と国鉄鉄僑下流側断面（第7図断面4）との間では夏季

’1．72m31秒，冬季1．37m3／秒の減少を示している。L

たがつて松野村南松野地先より下流の富士川表流は2．5

一～3m3／秒に及ぶ地下水供給を行っていることとなる。

一置にこうした伏没水量の全部が地下水となつて両岸に

・拡がつで行くわけではないが，この場含にはその大部分

が左岸富士市一円にわたる浅層地下水，あるいは右岸富

士川町の旧河道沿いの地下水になるものと考えられる。

したがつて左右両岸に対するこれらの地下水供給量は，

1榔略200，000血3／目程度とみなし得られよう。富士川左

岸富士市側における地下水位は，富士川の河川水位に比

較して著しく低く，河岸近くの自由面井戸は日本軽金属

の取水開始後急激な水位低下を生じ，現在いずれも15～

『10m程度の深度で水を得ており，しかも冬季には全く

瀾渇することが少なくない（第8図参照）。富士川河床に

は羽鮒丘陵を安居山附近で乗り越してきた富士熔岩流が

断続的に残存露出しており，河床下の伏流ないし地下水

の賦存機構は一般河川の場合とは少しく趣きが違うこと

　　　　　　ピ　コ　　　ピ　　 　
　　　　　　士　　　士　士　　　　　富
　　　　　　無雲読　　帯
　　　　　　馨松臨　　乗
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　　　φ　30切
　　　　　　　　　冒　舜

20

10

8
6
4

2
0

＼

‘

ト
、
曳
＿ B

－、「一．過

無怠紅・1－

第7図・富士刀1およぴ1閏井ノ日流量ξ則定断面f立置

が考えられ，側方にそのま二滲透して行かず，むLろ河　　，

底かなり深くに滲透した後，徐々に側面に流動して行く　　　、

というような形式が予想でぎる。おそらく富士市側の自

由面地下水はこのような状態で富士川表流の供給を受げ

ているものと推定される。右岸富士川町側も井戸深度は’

10～17mの間にあり，河川水位と地下水面との間は見

掛け上かなり急勾配になつている。

　c．潤井川は鷹岡町滝戸附近から富士市本市場新田地

先の潤井川橋までの聞，両岸から地下水の補給を受けて

いるが，潤井川橋から下流に至ると伏没・減少を示し，　，

富士市前田地先までの間において，冬季1．8m31秒，日』

量約150，000m3の地下水供給を行つている。

　d．潤井川から取水している上堀・中堀および下堀の

3用水は，常時取水量7．27m3ノ秒となつているが，そ

の両岸では地下水とかなり瀕繁な交渉関係を保つてい

る。これらの用水路による地下水酒養量は40，000・》・

　A　　F地盤高
　B　一一一一　富士川水イ立

　G一一一井戸深度

・A

駿河湾

0 ’2000 aoOO 3，000 4磁0 あ000 ◎000初！
’

第8図　富士川の表流水位と左岸自由面井戸の深度との関係（地下水面は夏季にはcの上に現われるが’

　　冬季渇水期にはCの遙か下にさがつてしまう）
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50，000m！ノ日程度と推測さ「れるが，一般に取入水量が多

い割合に両岸の地下水位の低い夏季渇水期にあつて，そ

の酒養能力を高めているという傾向が認められるα『した

がつてこれらは富士市一円の自由面地下水の⊥部の供給

源として，少なくとも夏季には相当重視される必要があ

る。

●8．地下水の流動と帯水層の湧出能力

　8諜　地下水の流動関係

’水相互の親近度・流動状態を簡便に知る1つの方法と

して水比抵抗法が適用できる。駿河湾北岸平野一円にわ

たり水露頭330ヵ所について水比抵抗・水温などを測定

した結果によると，概略次のようなことがいX得られる

（水温については別報に報告の予定）。『

　　　へ　a』富士・吉原両市一円の湧泉および地下水について

は，第5図に等値線をもつて示したような傾向を示し

ている。すなわち潤井川の：支流滝川以東にあつては，

14，000Ω一cm以上の高い値を示Lているが，これが吉原

市から富士市の方向へ向かつて進むにつれ低くなつて行

く。

　b．富士市には別に富士川河床下から供給されている

と推定できる別な地下水帯があり， 一部は富士市街地で、

汚染されているが，大体において林町一本市場を連ねる

方向に自由面地下水とLての透水帯を形成している。

c．「深度別の地下水は第8表のように区別でき』るgな

お深部ほど高い水比抵抗を示す事実は，熔岩流あるいは

その下側の帯水部中の地下水ほど上流側供給源と親近度

が高い≧みなすこともできる。

　d．富士川右岸にあつては，東海道線沿いの旧河道と

推定される地帯に富士川河床下の地下水が流入しており

富士川町の地下水源となつている。少なくとも自由面地

下水は水比抵抗が富士川表流の変化に応じて変化してい『

るので，表流との関連の深いことは確実である。

e。滝川域東の浮島ケ原は天水の影響を受けるの宅，

地表水および浅層の地下水の水比抵抗はr般に高く，か

っ季節的にも変化し易い。愛鷹山麓沿いの地帯の被圧面

第8表深度（m）別の地下水

　　水比抵抗（Ω一cm）

本州製紙富士．

深度

10＞

30＝ヒ

100＜

1水鷹抗

4，000～5，500

6，000

1大昭艘縮士

澱1水比抵抗

17，000～9・000F

，，」

3013500～5・000

90± 6，000＾ノ7，000

富士製紙工業
（原町江尾）

深度

50・｝60

80～90

水比抵抗

／

13，000

16，000

地下水は概して高い水比抵抗を示し，束に至ると少しく

低下するが，沼川右岸では大部分が10，000～15，COO

Ωrcmの範囲を示している。

　f．田子の浦参ら浮島ケ原南側にかけての砂丘地帯で

は，自由面地下水の水比抵抗は1，500～4，500Ω一cmの

範囲でかなり不規則である。しかし深部における被圧

面地下水はいずれも9》000’一10，000Ω一cmを示してい

るQ・

　g．三島熔岩流中の地下水は10，000《・12，000αcm

台の1水比抵抗を示して湧泉として湧出している。しか・

し黄瀬川左岸の被圧面地下水は12，000Ω一cm以上，

16，000ん17，000Ω一cmにも達L，これが千本松原に沿

い西へ向かうに伴ない低くなるという傾向を示してい

る。・

　8．2　馨水層の湧出能力

．8．21亙圧力面

　一般に被圧面地下水の示す圧力面は著しく高い。この　　、

地域には本来広く自噴井が分布し，現在でもなお休日に

は多数の井戸が自噴しうるのであつて，圧力面の低い所

でも平野部では地下2（・3mを下がることはない。しか

し大部分の工場がポシプを用いて井戸利用を行つている

ので，平日にはその周囲に圧力面の低下を伴ない，1カ

所で大量の揚水を行つていたり，小区域で多数の井戸溝

利用されている場合には，その低下の度合も必然的に大

きくなつている。富士市の自由面地下水については，富

士川表流が日本軽金属によつて取水されたために生じた

水理変化によつてその供給量が減少したという面もある

カ㍉また現に富士製紙・・大昭和製紙など嗜よる集団揚水

が被圧面地下水の圧力面をかなり広範囲に低下させてお

り，また吉原市今泉・原田附近でも急激な揚水量の増加

が，局部的ではあるが，相当に圧力面の低下を促進して

いる。　　　’・

　揚水水位が最も低くなつている（地下16・》18m）のは

吉原市鈴川附近の深度90《・140mり牧永井である。し

かしそれから60～70m踵たつた所では同一の帯水層か

ら牧水する灌瀧用の自噴井が存在している。莉用量の増

加によつて地域全体の水位～圧力面が低下Lたのは事実

と思われるが，元来非常に湧出能力が大ぎな帯水層であ

る恥ら，井戸相互の干渉は目立つて現われていない場合

が多い。

沼津・三島市附近は利用量の増加も現在のところ大ぎ

くないので，圧力面の低下が記録されるま画こは至つて

いない。

　8．2．2帯水層の湧出能力

　水に恵まれている関係上，井戸揚永量あるいは揚水水、

位などを記録してい稼い工場が多く，また井戸構造の点
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第9図　岳南地域における深井戸揚水量に対する水位降下の関係

　　　　　　　（12～16吋の深井戸例）

A；春日製紙工業の深度別，　Aノ：吉原市所在あ工場群，

B｛吉慮市上水源，C：大昭和製紙吉永，D：本州製紙富

士25m履，FE：富士市、60m雇，F：大昭和製紙鈴川

90～140m屡，G：富士川町60m雇，H：鷹岡町上水源
1＝原町江尾，幅泉醸造，J：富士市上水源（適正揚水限界

を示す）．K：沼津市およびその附近。、

から実測不可能のものも多い関係上，揚水量と水位降下

との関係について信頼できる記録のある井戸は，3’）6吋

程度の小孔径の場合をも含め，約80本程度である。い

まこのなかから8吋以上のものに限って，揚水量と水位

降下との関係を対数方眼紙上にプ官ヅトすると，揚水量

は1，000・》10，000in3／日，水位降下ば1～18mの間に

ほとんど均一に散らばつてしまい，僅かに少数の井戸の

みが相互の地理的．牧水深度別の関連を示している。

　散らばる関係は，熔岩流め厚い吉原市街地およびその

周辺の井戸の場合に特に顕著で，かりに熔岩流の場合に

も透水度という言葉を使いうるとすれば，熔岩流の透水

度が地理的にも華直的にも変化に富庖でいることを示し

ている，ものと考えられる。

　第9図は12～16吋級の大孔径の井戸（20吋一1例を含

む）の揚水量に対する水位降”ドの関係の一部の例を示し

ているが，これら関係資料の取り纒め結果によると，概

略次りような点が指摘できる。

・a．吉原市では同一牧水規模の場合にもその相違が目

立つている。しかし深度別にみる≧，なかには15m，

25《・30m，，50mおよび60fnの各牧水層において，深

層ほど揚水量に対する水位降下が小さいというような例

が指摘できる（第9図A）・。

　b．吉原市上水源および大昭和製紙吉永工場の場合、

は，抜群の優秀さを示している。．これはおそらく熔岩空

洞あるいはそれに近い部分の地下川から牧水している場一

合であろう（第9図BおよびC）。

　c。富士市では水温・水地抵抗・水質（水質について

は別報に記載する予定）のそれぞれ異なる25m前後，

60m前後および90～140m間の3種ρ揚水井の聞に
ある程度の相違が認められる（第8図D・EおよびF）。

このうちDは豊水期と渇水期とで相違し，Eは井戸干渉

の傾向があり，最も好ましいのはFであるが，少なくと

もこ」では帯水層が深度によつてある程度区別される状

態になつていることがわかる。

　d．吉原市の東部，依田原』今泉を含む地区で熔岩を

欠如する場合には揚水量に対する水位降下が概して大ぎ

い（1例第9図1）。

　e．適正揚水量を求めた記録は富士市上水源井にのみ

ある。同井（孔径16吋，13。8m以深14吋，難井直後自

，噴）p揚水試験（30HUO吋で揚水）結果によると，，3，600・

～4，300m3ノ日の聞に適正揚水量の限界があることが示

されている（第9図J）。

9．水源確保および水保全

　9．1　地下永の利用可能量　　　　　　　　　　　　　　・

　駿河湾北岸平野の西部を占める岳南地域では，富士川

および潤井川表流の地下水転化量が最少限300，000～

400，000m3ノ日程度推定でぎる。この一部は自由面地下

水，また別の一部はおそらく被圧面地下水を補つている

と考えられる。しかし少なくとも被圧面地下水の主供給

源は富士山体であり，同山体にあつて酒養される地下水

，は湧泉群として1，170，000m3／日の割合で湧出Lている

が，このほかに工場群の地下水取得量700，000m31日が

ある。前記表流の地下水転化量のうち潤井川の分は湧泉

を水源とする関係上，湧泉湧出量の一部が地下水に還元

される関係にあり，また工場の地下水取得量の一部には

．この地下水および富‡川の滲透・供給にかNわる地下水

を捕集しているものがあるから，数字の上で富士山体か．

ら供給される地下水に依存する水量は70q，ooOm31日を
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下廻るとして取扱つてよい。こうして計算すると概略

1，600，000～季，700，000m3／日程度（a）が富士山南斜面に

』
関 連のある地下水となる。一方南斜面約200km2の平

均降雨量を，2，5001hmと推定した場合と3，00q血m

と推定した場合（》ずれも林内雨量を20％増とする）の

それぞれの年間集水量は540×iO6エn3郭よび600×106m3

乏なり，1日当り1，500，000m3および1，650，000m3

（b）となる。

　南斜面では一方において富士山体内における地下分水

嶺の関係で，必ずしも地形上の集水面積の天水だけが滲

透するとほ限らな焼ということが考えられる。しかし他

方地表流去量・自然蒸散に・よる損失水量なども考えなけ

ればならないから，（a）の数値と（b）の数値との問に

大量の相違は一応考え難い。すなわち臆測的ではある

が，Lさしずめ現在の地下水利用量は地域全体からみて，

ぼ窒利用可能量の限界に近ずいているものと考えなけ解

．ばならないように思われる。したがつて現状を維持しよ

うとする限り，もはやこれ以上の大量の堆下水利用は望

み難い。もし今後地下水利用量の大量の増加が生じるな

ら，あたかも地下水の余水吐きにあたる湧泉湧出量を平

野部地下ぺゐ地下水流動量に切り替えることとなり，そ

の結果は必然酌に湧泉湧出量の減少を伴なうことになろ

う。

　9．2　揚水量増加の対策と可能性

　富士・吉原両市のf部では井戸揚水量の減少が各工場

に共通的にみられている。地理的に偏存Lてかつ集団し

た工場群が狭い敷地内で大量の揚水を行う結果，，他地域

に例をみないほど湧力能力の大ぎな容水地盤からできて

いる所であるとばいえ，大量の揚水が各所に行われれば

やがては地域全体としての地下水補給に変化が生じるこ

とは当然であろう。その結果井戸相互間の干渉が附近一

円の圧力面の低下を導き，これが漸次拡大している傾向

にある。たま牟ま渦誉ポンプを使用している工場の多い．

この地域，特に吉原市では，僅かの圧力面低下でも揚水

量の確保には麦障を生じる公算が大きい。しかしこれは

ボアホールポンプヘの切り替えによつて容易に問題は解’

決し得られる。

　地域全体の利用量の増加によつて，地域全体にわたる

圧力面の低下を生諺かけていることはやむを得ない。こ

の事実は地下水供給量が大体におL．・て利用しつくされよ

うとしていることとも通じるが，幸いこ二にはまだ湧泉

湧出量1，170，000m3／日があり，1湧泉の湧出量を減少さ

せてさしつふえない限り，井戸利用はなお相当程度まで

増加させうる。た黛；の場含つとめて湧出能力の大きな．

．部分に利用地点を分散させ，圧力面の低下が地域全体均、

一に生じうるようにするこ≧が必要ぞある。

　9．3　水保全の処置・

　一般に井戸相互の間隔をでぎる限り大ぎくすることが

望ましい。’同時に井戸揚水能力から判断し，例えば16
r
吋
以 上の大孔径井の掘墾あるいは1井当り6，000m3／日

以上に及ぶ大量揚水を行わないように規制するなどの処

置をとることが必要である。この地域の特徴として熔岩

層からおもに牧水している場合には，適正揚水量が求め

難く，揚水量が過大になり勝ちである点，特に水保全の

公共的観点から充分慎重に扱つて行かなければならな

い。（昭和30年7月～8月，31年1月～3月調査）
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10）岩井田黎一郎・佐々木実：富士宮市北部の地質と

　　　　　　地下水，地質学雑誌，Vol．57，：No．

　　　　　　666，　1951

11）鈴木好」・橋本昌三・落合敏郎；静岡県沼津・三

　　　　　　島平野の地質，資源科学研究所彙報，

　　　　　　No．　27，　1952．

12）沼田征矢雄・大場一夫・辻川勝雄二柿田川発電計

　　　　　　画が沼津市上水道水源に及ぼす影響調
　　　　　　査報告書，沼津市，1953
13）落合敏郎：火山地帯における上水道水源開発あ1

　　　　　　例，水道協会雑誌，No，221，1953
14）落合敏郎：静商県工業開発の構想静岡県綜合開

　　　　　　発事務局，1954“
1
5
）
落
合
敏
郎 ：富士川白根調査地域富士川及び沼川水

　　　　　　利現況調査報告書，昭和28年度綜合
　　　　　　開発調査，静岡県，19549
1
6
）
沢
村
孝 之助二7万5千分の1地質図幅および説明

　　　　　　書，沼津，地質調査所，1950
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